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1. はじめに 

 2018 年 9 月１９日から 2018 年 9 月 29 日の移動日を含めて１０日間、IAVCEI が主催するカルデラワー
クショップ(ⅤⅡ International Workshop on Collapse Calderas Toba Caldera, Sumatra, Indonesia)に
参加してきました。このワークショップには研究発表のセッションだけでなく、３日間のフィールドトリッ
プが含まれており、私は追加のエクスカーションにも１日参加したので、合計４日間現地でのフィールド調
査に参加することができました。追加のエクスカーションでは、Sinabung Observatory の見学もでき、参
加校の方々だけでなく現地の地質調査所の方のお話しを伺ったり、議論することができ非常に有意義な時間
を過ごすことができたので、以下に報告します。 
 
 

2. IAVCEI Collapse Caldera Comission ⅤⅡ 
 IAVCEI(国際火山及び地球内部化学協会)は、火山学、火山災害および火成岩に関する岩石学、年代学、火
山噴出物などの火山に関する諸分野の研究をする国際学会です(Wikipedia)。 1919 年に設立された国際測
地学・地球物理学連合を構成する 7 つの協会のひとつであり、多数のワークショップを開催しており、今回
私が参加したのはカルデラ研究に特化したワークショップでした。２年毎に開催されており、今回は地球上
で最も大きいとされているカルデラ（トバカルデラ）のある、インドネシアで行われました。 
 私の研究分野の大きな特徴は、現地での観察が重要なデータであり学ぶ上で必要不可欠な経験になるとい
うことです。学生の間からこのような国際学会に一つでも多く参加して、現地で自分の目で堆積物を観察し
世界中の研究者と議論することが今後の研究生活に大きく影響すると私は考えています。 
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写真１. ほとんど貸切状態でお出迎えしてくれたカルデラ湖内に位置

するホテル 

写真 2. カルデラ湖内を船を利用して観察。熱い議論を交わす 



3. インドネシアでの地質調査と研究発表 
 今回の参加者は５７名で、他のワークショップに比べると比較的規模の小さいワークショプだと思います。
毎回合宿形式で行われるため、人数は制限されており、提携校の教授から一般募集が始まる前にエントリー
できるようにしていただけたので今回幸運にも参加することができました。インドネシアのメダン空港に到
着すると、提携校であり今回のワークショップの主催校であるオレゴン州立大学の教授たちが出迎えてくれ
ました。同じ時間帯に到着した参加者はまとまってシャトルバスに乗りホテルへと移動、チェックインが済
むまで全て主催校出身の若手研究者が同行し現地語で通訳してくれたため何の不安もなく移動することがで
きました。今回のワークショップは参加者全員が揃うまで利用した１つ目のホテル、メイン会場となったホ
テル（写真 1）、追加のエクスカーションのシナブン火山への移動前のホテル、そしてシナブン火山近くのホ
テルの合計４つのホテルを利用して遂行されました。特にメイン会場となったホテルでは、初日の夕食時間
に、現地の若い方々がインドネシアスマトラ島に伝わる伝統の音楽とダンスで歓迎してくださり、このワー
クショップは研究者だけでなくホテルのオーナーと現地の方々の協力があってこそ成り立っているのだとい
うことをひしひしと感じました。 
 二日目以降の研究発表セッションでは、発表者の発言内容を英語で理解することに必死で、なかなか質問
ができず、悔しい思いをしていました。２年前に参加した時よりかは英語を聞き取れるようになっている、
と自分を励ましてネガティブにならないように努めましたが、同じ世代の研究者がハキハキと質問している
姿を見ると、やはり情けない思いと悔しさが募りました。 
 今回私はポスター発表と、5 分間の口頭発表をしましたが、結果的にどちらもうまくいって安心しました。
特に口頭発表は５分間とは言っても英語での発表で、発表中はスライドの図を指し示したり、話を聞いても
らえるように聴衆の顔を見て話すように心がけると、必然的に原稿を見ることはできなくなるので非常に緊
張しました。本番までに作成した原稿を暗記しようと努めましたが、本番になると緊張と不安とで、念のた
め用意していた発表者ノートを何度か見てしまいました。しかし、発表中はできるだけ大きな声でハキハキ
と話すことを心がけ、レーザーポインターで指し示すところもブレないように落ち着いて、できるだけ聴衆
の顔を見るよう努めました。発表が終了して席に戻る間、親指を立ててグッジョブポーズをしてくれている
指導教官の姿が見えた時は心の底から嬉しかったです。その後のポスター発表でも何人かの有名な研究者の
方々に貴重なアドバイスと議論をしていただき、私の研究に対してお褒めの言葉も頂くことができました。
英語できちんと説明できるか不安と緊張と熱気とで汗だくになりましたが、大学から出て色々な研究者と議
論を交わすことで、これまで気が付かなかったアイデアや、新しい発想に至ることができました。また大学
に戻ってから、もっと頑張ろうというモチベーションアップにもつながりました。 
 現地でのフィールド調査では、露頭を前に集まった世界中のカルデラ研究者が交わす熱い議論に私も何と
か混ざろうと堆積物を手にとって一緒に観察したり、何より目の前に堆積物があるので、それについての自
分の考えを表現して伝えることに努めました。相手が何を根拠としてその論理を立てているのか、現地で一
緒に同じものを見て議論することができるのが、フィールド調査のあるワークショップの醍醐味だと改めて
感じました。  
 

4. まとめ 
 今回、ワークショップに参加して英語力の必要性をさらに感じました。世界中の研究者と議論するために
は、リスニング力だけでなく自分の意見を表現できるだけの会話力が必要で、特に会話力の方は練習が肝要
だと感じました。また、今回の主催校出身でありオーガナイザーの一員である若手研究者は、英語とインド
ネシア語の両方を話すことができるため、なかなか英語の通じにくいインドネシアでの開催にあたって彼女
の寄与は大きなものであると感じました。私たちの研究分野では、フィールド調査を主体としているため、
現地の方々の理解を得ることと協力が得られることは必要不可欠となってきます。今回のワークショップを
通して、その重要性についても改めて考えさせられました。 
 最後に、このような機会を与えてくださった指導教員の先生と、国際学会 PLUS 奨励金制度に深く感謝申
し上げます。 

 

 
写真 6. 観測所に設置されているモニタリングシステム 

 

写真 5. 露頭前にて議論を交わす研究者たち 


